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Abstract
The　Possibility　of　Tearoom　Corner　Where　the　People　with
disabilities　work，　from　the　viewpoint　of　Normalization
KOBAYASHI　Shigeru
　　　It　says　that　The　Tearoom　Corner　started　from　the　corner　of　the　cafe　form“WAIGAYA”which圏
young　men　with　disabilities　and　those　without　disabilities　managed　together　in　the　public　hall
（KOMINKAN）of　Kunitachi　City　at　Tokyo　in　1981．After　that，　these　corners　are　spreading　to　each　na－
tional　area　at　present．　In　The　Tearoom　Corner，　the　people　with　disabilities　who　were　regarded　former－
ly　as　receiving　service　service　to　those　without　disabilities，　and　people　with　disabilities　are　mainly
placed　so　far　as　the　lead　regardless　of　the　kind　of　the　working　contents　and　the　form．
　　　Such　a　tearoom　corner　is　the　place　to　learn　variously　in　addition　to　the　place　where　the　people　with
disabilities　work．　And　it　has　an　important　role，“the　rendezvous”for　the　those　with　disabilities，　The
tearoomcorner　is　not　welfare　and　it　is　because　it　began　from　the　public　hall　which　is　facilities　for　social
and　comlnunity　education．　That　is，　it　is　the　place　to　understand　each　other　by　admitting　disabilities
naturally．
　　　Also，　it　is　the　space　where　the　people　with　disabilities　come　to　be　living　in　the　area　as　a　visitor　and
can　spend　time　slowly．　Specifically，　the　people　with　the　intellectual　deficiency　to　have　said　that　it　isn’t
possible　not　to　do　the　work　of　service　is　changing　a　way　of　taking　a　conventional　disability　by　working
in　The　Tearoom　Corner．　More　recently，　The　Tearoom　Corner　where　people　who　have　mental　disorder
or‘‘the　ill　in　the　heart”work，　is　increasing　too．　These　corners　are　expected　to　play　an　important　role
above　so　far　in　the　area　as　the　place　where　is　the　space　of‘‘heals”and　the　easy‘‘whereabouts”for　such
persons，　too．
　　　Ihave　visited　many　of　The　Tearoom　Corner　and　investigated　mainly　so　far．　And　I　have　participat－
ed　in　The　Tearoom　Corner　Meeting，　too，　more．　While　The　Tearoom　corners　are　increasing　rapidly　af－
ter　it　enters　specifically　in　the　1990s　and　it　exceeds　400　at　present，　those　have　a　lot　of　problems．
　　　In　this　paper，　the　following　is　being　described，　and　then　I　intend　to　consider　about　the　possibility
and　the　direction　to　solves　these　problems　in　The　Tearoom　Corner
1）　the　questionnaire　research　to　these　tearoom　corners　which　are　in　the　whole　country，
2）　hearing　research　to　these　tearoom　corners　and　in　Denmark　which　is　the　birthplace　of　Normaliza－
tion　in　the　North　European　various　countries　which　are　the　advanced　place　of　social　welfare　for　the
people　with　disabilities，
3）the　participation　of　The　Tearoom　Corner　Meeting　which　was　the　17th　in　March，2005　and　about
300participated　from　all　parts　of　the　country．
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ノーマライゼーションの視点から見た障害を
　　　もつ人が働く喫茶コーナーの可能性
小　林
?
1．研究経過と概要
　ここでいう「喫茶コーナー」とは，1981年に東京都の国立市公民館の一角に「わいがや」という，
障害をもつ青年ともたない青年とがともに運営する喫茶店形式のコーナーが設けられたことから始ま
ったといわれる1）。この取り組みは，現在全国各地域に広がってきており，それまでは，主にサービ
スを受ける側であった障害をもつ人たちが，障害をもたない人にサービスをする。そして障害をもつ
人が働く内容や形態の別にかかわらず，そこで補助的ではない中心的な役割を担うという意味で主役
として位置づけられ，常に地域に開かれた場として一般の人だけではなく，障害をもつ人がそこに客
として来て，気軽にお茶を飲み，交流ができ，また就労や収益だけではない，福祉や教育・文化を含
めた多様な理念や目的そして機能をもっている場であり，空間であるといえる。
　このような喫茶コーナーは，障害をもつ人たちの働く場としてだけではなく，様々に学びそして交
流する場であると同時に，障害をもつ人たちにとっての「たまり場」という重要な役割をもっており，
ここには喫茶コーナーが，福祉ではなく社会教育施設である公民館から始まったという事情が反映し
ている。すなわち，そこでは働くことによってある程度の収入が得られるとともに，自らの障害をさ
らすことで，自然に障害を認め，理解し合う場。地域で生活している障害をもつ人にとっても，客と
して来て，普通の喫茶店などで見られる市民の視線などを気にしないでゆっくり時間を過ごすことが
できる空間。作業所などでの仕事が終わってから家に帰る前のひとときを過ごす「居場所」。その意
味で，障害をもつ人にとって，家と職場だけではない第三の場とでも呼べるような役割を果している
ということができるだろう2＞。
　特に知的障害をもつ人が喫茶コーナーで働くことによって，接客などの仕事はできないとされてき
た従来の障害のとらえ方（障害観）を変えてきているとともに，公民館関係だけでなく，図書館，美
術館，体育館，市役所，福祉会館などの公共施設に設置されることによって利用者層を広げてきてい
る。さらに最近では，精神障害や「心の病」をもつ人たちが働く喫茶コーナーも増えてきており，そ
うした人たちにとっても喫茶コーナーという空間が「癒しの場」，安心な「居場所」として，地域の
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中で今まで以上に重要な役割を果していくことが期待されているのである
　筆者は，こうした喫茶コーナーの取り組みについて，これまで主に見学と聞き取り調査，および全
国喫茶コーナー交流会への参加，さらに実際に喫茶コーナーの立ち上げなどに関わってきた。それら
を通して，喫茶コーナーが，とりわけ1990年代に入ってから急速に増加してきており，全国喫茶
コーナー交流会が把握しているだけでも400を超え，しかも従来の知的障害と身体障害の分野だけで
はなく，前述したように精神障害をもつ人の取り組みも広がってきていることが明らかとなってい
る。またそこで働く人の年齢も，2000年に全国喫茶コーナー交流会などが行ったアンケート調査に
よると，20歳代が過半数を超え，30歳代と合わせて全体の4分の3を占めていることから，障害を
もつ青年が多くを占めていることがわかる3）。
　そこにおいては，障害をもつ人が接客や調理，買い物や計算など様々なことを実践的に学び，それ
を将来の自立生活にむけての自信と準備につなげるとともに，利用者が一杯のコーヒーを通して障害
をもつ人と出会うことによってそこからノーマライゼーションと福祉のまちづくりへつながっていく
ことが期待されるのである。しかしながらこうした広がりの中で，財政的な問題やボランティアの確
保，多様な障害に対応した取り組みの工夫など，抱える課題が多いことも示されていた。
　以上のようなこれまでの研究を踏まえ，本研究では①全国の喫茶コーナーへのアンケート調査，②
いくつかの先進的な取り組みの見学および聞き取り調査，③全国喫茶コーナー交流会への参加を通し
て，そこでの問題や課題を整理するとともに，それらを打開していく可能性とその方向について考察
することを意図している。それぞれのポイントは以下の通りである。
①アンケート調査について
　かつて全国喫茶コーナー交流会が行ったアンケート調査の結果を踏まえて，その後の喫茶コーナー
の広がりの状況を把握するため，現在交流会が把握している全国の喫茶コーナーへのアンケート調査
を行った。そこでは，主に都道府県別の設置状況，設置されている施設の種類（例えば，社会教育や
文化・スポーッ施設，福祉施設や作業所，市役所関係，それ以外など），運営団体の種類（市民団体
や法人，親の会など），働いている人たちの属性や障害の状況，仕事内容と勤務形態，障害に対応し
た労働条件，利用している人たちの様子，運営における問題や課題などを探った。
②見学および聞き取りについて
　アソケート調査とあわせて，全国の注目される取り組みや新しい取り組みを実際に見学し，関係者
や働いている障害をもつ当事者への聞き取りを行った。その際，最も取り組みが広がっている東京と
神奈川県のほかにも，東北，関西，四国および九州などでも地域の文化的条件を生かしたユニークな
活動が展開されているため，可能な限りその実状について把握するように努めた。その際，福祉行政
や社会福祉協議会，親の会など喫茶コーナーを支える福祉施策や活動の実態についても具体的に聞く
ようにした。さらに障害者福祉の先進地である北欧諸国の中でもノーマラーゼーションの発祥地とさ
れるデンマークを訪れ，生活と就労および余暇支援の施策とあわせて喫茶コーナーと同じような取り
組みについて調査を行った。
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③全国喫茶コーナー交流会について
　毎年行われている全国喫茶コーナー交流会は，2005年3月に開催された交流会で17回目を迎え，
参加者も全国各地から300人余りが参加して着実な歩みを積み重ねている。しかしながら同時に，近
年の喫茶コーナーの増加と多様な広がりを反映してそこでの設置目的や運営における違いも顕在化し
てきており，今後喫茶コーナーが何を目指していくかについてあらためて検討することが求められて
きている。
2．　アンケート調査結果の概要
　この調査は2003年12月～2004年6月にかけて，以下のような項目について全国の420余の喫茶
コーナーにアソケートをお願いし，108のところから回答を得た。ここでは，喫茶コーナー全国調査
アンケートの調査項目に沿って，その集計結果の概要を紹介し，そこから浮かび上がってきた特徴や
問題等について整理する。
　（1）オープンした年
　1990年代以降が全体の88％を占めており，喫茶コーナーの取り組みがとりわけ90年代に入り急速
に広がってきていることがわかる。ちなみに開設の数は，1979年以前が1カ所，1980～84年が2カ
所，85～1990年が6カ所，91～94年が20カ所，95～2000年が52カ所，2001～03年が23カ所，不明4
となっている。
　②　都道府県別の設置状況
　都道府県別に見た回答数は以下の通りである。数的には東京，埼玉，神奈川に全体の52％余りが
集中しているものの，地域的には23都道府県にわたっており，全国的に広がってきていることも見
てとれる。
北海道1／青森県2／秋田県1／岩手県5／宮城県3／栃木県2／群馬県1／埼玉県16／千葉県3／東京都24／神
奈川県17／静岡県2／新潟県2／長野県2／愛知県3／滋賀県1／大阪府9／兵庫県4／徳島県1／高知県1／熊
本県4／福岡県3／長崎県1／不明2
　（3）設置場所と運営形態など
　喫茶コーナーの実際の運営のあり方を見る上で，それがどのよう場所に設置されているのかがひと
つの目安となる。設置されている施設は，表1のように福祉関係施設，公民館や生涯学習セソ
ター，そのほかの公共施設などで全体の58％余を占めているが，博物館関係（美術館なども含む），
図書館関係，文化・スポーッ施設，公共施設以外の施設（具体的に火葬場，病院など），と多様な広
がりを見せている。とりわけ，従来の福祉施設や社会教育関係施設などに加え，近年貸店舗や借家で
の取り組みも増えてきている点が特筆される。
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〈表1：喫茶コーナーが設置されている場所〉
設置されている場所 件数 割合（％）
①役所 5 4．6
②公民館や生涯学習センターなど（複合施設含む）（うち公民館8／コミュニティセン
@ター2／交流センター／高齢者住宅の一部／生涯学習センター／市民会館など）
20 18．5
③博物館関係（美術館なども含む） 3 2．7
④図書館関係 4 37
⑤福祉関係施設 29 26．8
⑥文化・スポーッ施設 6 5．5
⑦そのほかの公共施設 14 129
⑧公共施設以外の施設 5 4．6
⑨その他（うち貸店舗8／民間12／借家／量販店テナント／アパートなど 21 19．4
（合　　計） 108 100
　また運営している主体や団体は，表2のように法人関係（具体的に，社会福祉法人やNPO，障害
者雇用支援財団，社会福祉協議会など），障害者団体など当事者関係（具体的に，手をつなぐ親の会
や肢体不自由児（者）父母の会，障害者団体連絡協議会など），作業所関係の順となっており，この
3つで全体の86％余を占めているが，そのほかにも市民有志や団体等，その他として個人というケー
スもあった。特に市民有志の団体では精神障害関係が多く，ここからは福祉施策が遅れている精神に
障害をもつ人へのサポートを民間が支えている現状が推測できる。
〈表2：喫茶コーナーを運営している主体や団体〉
主体や団体の種類 件数 割合（％）
①障害者団体など当事者関係 34 31．4
②市民有志や団体等 8 7．4
③法人関係 39 36ユ
④作業所関係 20 18．5
⑤その他 6 5．5
⑥不明 1 09
（合　　計） 108 100
　一方，宣伝・広報活動については，「特にしていない」と回答しているところが53カ所（49％）と
全体の半分近くに達し，喫茶コーナーの存在を地域や社会に広げていく上でこの分野の活動が今後の
課題であることが浮かび上がってきている。具体的な取り組みとしては，通信やニュース発行，近隣
でのチラシ配布，ボスティング，自治体や社会福祉協議会の情報誌およびミニコミ誌等への掲載，パ
ソフレットの発行，さらには新聞広告などがあげられていた。
　さらにスタッフ，メンバーの研修等について，実施しているが43カ所，特にしていないが55カ所
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となっており，喫茶コーナーの運営において研修が課題であることが見てとれる。なお研修の内容と
しては，他の喫茶コーナー，コーヒー店の見学，専門講師を招いての講習会などとなっている。
　（4）他団体等との連携・協力について
　喫茶コーナーが地域で活動していく上で，他の関係団体や機関との連携は重要な意味を持ってくる
わけであるが，32カ所と全体の約3割の喫茶コーナーが「特にしていない」と回答しており，地域
で独力で運営しているところも少なくないことが推測される。
　なお連携・協力をしているところからは，以下のような事例が紹介されていた。
／作業所が作っているパソやクッキー，マドレーヌ，クリスマスケーキなどの委託販売／他の施設の製
品の販売6／・イベソトの手伝い／ボランティアの協力／就労支援事業との人的タイアップ／フェアトレー
ド商品販売／公民館利用団体の作品展示，会報の印刷依頼など／
　（5）働いている障害をもつメンバーの状況
　働いている障害をもつメンバーの総数は870人で，そのうち男性が366人と全体の42％余に達し，こ
の間の見学等を通して予想していたよりも割合が高くなっている。その点で，喫茶コーナーでのいわ
ゆるジェソダー・バイアスは比較的少ないと思われる。また働いているメンバーの年齢構成を見る
と，表3のように20歳から30歳代で全体の65％以上を占めており，相対的に若い年齢の人が多いこ
とがわかる。
〈表3：喫茶コーナーで働いているメンバーの年齢構成〉
年齢 人数 割合（％）
①18歳～20歳未満 28 2．8
②20歳～30歳未満 298 34．2
③30歳～40歳未満 274 31．4
④40歳～50歳未満 126 14．4
⑤50歳以上 113 12．9
⑥その他　不明 31 3．5
（合　　計） 870 100
　また，1カ所の喫茶コーナーで何人くらいの人が働いているかを見ると，表4のようにかなりばら
つきがあるが，2～7人くらいのところが全体の半数近くを占めている。
〈表4：働いている人数〉
働いている人数 件数 割合（％）
①1人 9 8．3
②2～3人 18 16．6
③4～5人 17 15．7
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④6～7人 12 11．1
⑤8～10人 10 9．2
⑥11～15人 14 129
⑦16～19人 10 9．2
⑧20人以上 6 5．5
⑨不明 12 11ユ
（合　　計） 108 100
　さらに障害種別と障害程度の人数をみると，知的障害の軽度と中度および精神障害関係が多くなっ
ている。詳しい内訳は以下の通りである。
メンバーの障害の種別と程度にっいて（重複回答あり）
　①知的障害：365人（うち，軽度120人／中度159人／重度86人）
②精神障害：356人（うち，総合失調症19人／摂食障害1人／強迫性人格障害1人／強迫神経症1人／
　　　　　　　　　　うつ病5人／他不明）
③肢体不自由：52人（うち，車椅子使用20人）
④聴覚障害：8人
⑤重複障害：34人（知的障害と聴覚障害，精神障害と知的障害，知的障害と肢体不自由，精神障
　　　　　　　　　　害と視覚障害，知的障害と内部障害，知的障害と言語障害など）
⑥その他：6人（視覚障害，人工透析など）
　（6）喫茶コーナーで働くための条件について
　働く上で何らかの条件を設けている喫茶コーナーは多い。そのうち自力で通うことができる（回答
数の30％余），作業所もしくは運営主体のメンバーである（21％余），障害の種類を限定（14％余），
住んでいる地域を限定（14％余），障害の程度を限定（8％余）などが主となっている。ただそのほ
かにも，年齢や障害の特性に応じた条件も見られたが，一方で意欲があれば，あえて条件を設けずに
受け入れているケースも散見された。
条件の内容（複数回答）
　／自力で通うことができる（60カ所）／障害の種類を限定（29カ所）／障害の程度を限定（16カ所）
（具体的には，医師の紹介状等，調子の波が少ない，コンスタソトに通える，2時間以上の立ち仕事
ができる，喫茶売店業務を少しのサポートがあればこなせる，身辺自立のできている人など）／作業
所もしくは親の会など運営主体のメンバーである（42カ所）／住んでいる地域を限定（28カ所）（所
在地在住が主）／年齢を限定（6カ所）／その他（15カ所）（作業所，デイケアなどに6ヶ月以上通所
経験，主治医の許可があること，身の回りのことができる，衛生に配慮できるかどうか，保健セソ
ターの相談員を通す，1年以内に就職を目指している人，週3回以上通所できる，通院と服薬ができ
ている，居住区ケースワーカーの紹介，実習生として，など）
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特に条件は設けていないという回答における主な理由
／働く場であると同時にふれあいの場でもあるので，一般の作業所にいけない人も受け入れている／人
数に余裕があり来たい人であれば障害の程度に関わらず通所してもらう／ふれあいの場を大切にして
いるので特に条件は設けていないが，物理的に狭いので，車椅子では働けない／障害を持っていても
地域で当たり前に暮していくための一つの拠点として，重度の人でもそこにいるだけで存在価値があ
ると思う。／
　⑦働いているメンバーの出身先について
　喫茶コーナーで働いている障害をもつメンバーは，養護学校等を卒業してから来る人が全体の20
％余いるが，授産施設や作業所さらには一般企業などをやめて来る人も多い。また精神障害の場合は
病院を退院して来る人も少なくない。さらにそれまで在宅を強いられた人が喫茶コーナーに来ると
ケースも多く，喫茶コーナーがこうした人たちの地域での働く場や居場所としての役担っていること
が見てとれる。具体的な人数は表5の通りである。
〈表5：働いているメンバーの出身先〉
出　身　先 人数
①養護学校など（障害児学級を含む） 176
②授産施設や作業所など 182
③一般企業など 81
④在宅 130
⑤病院など 119
⑥その他 55
⑦不明 127
　（8）喫茶コーナーでの主たる仕事内容
　障害をもつメンバーが喫茶コーナーではどのような仕事をしているかについて，それを障害別に見
てみると，表6のように知的障害の場合は，接客が全体の31％余と多く，食器の片付けや掃除が27
％余と続くのに対して，精神障害の場合は，接客は全体の23％余で他と大差はなく，食器の片付け
や掃除，調理，在庫の管理などを合わせると全体の52％になり，比較的いわゆる裏方の仕事が多い
点が特徴となっている。ここからは，喫茶コーナーが障害の特徴に対応して仕事を分担できるという
メリットが浮かび上がってくると思われる。一方，身体障害の場合は，それぞれの仕事に満遍なく対
応している様子が見てとれる。
〈表6：メンバーの障害別の仕事内容〉
1　　　障害別の仕事内容（複数回答） 知的障害の場合 精神障害の場合　　　身体障害の場合
①ウェイターやウェイトレスなどの接客 76カ所@（30．6％）
37カ所　　　　　　16カ所
@（22．2％）　　　　（22．2％）
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②調理 33（13．3％） 28（16．8％） 10（13．8％）
③食器の片付けや掃除 7（27％） 34（20．4％） 16（22．2％）
④レジ（会計） 38（15．3％） 32（19．2％） 18（25％）
⑤在庫の管理など 15（6％） 20（12％） 5（6．9％）
⑥直接運営に関わる仕事 3（1。2％） 5（3％） 4（5．5％）
⑦その他 16（6．4％） 10（6％） 3（4．1％）
（合　　計） 248（100％） 166（100％） 72（100％）
　（9）仕事の内容や方法において特に工夫しているところや苦労している点
　上述の喫茶コーナーでの仕事を行うにあたって，その内容や方法において工夫している点や苦労し
ている点について，以下，自由記述形式で書いてもらったものである。ここからは，メンバーの障害
の特性に対して苦労しながらも様々な工夫をして取りくんでいる様子が見てとれる。
／主体的に作業に励むよう工夫している。役割分担も話し合って決めている。偏り等は職員があとで
チェックする。接客マナー等もどこがいけないか。具体的な言い方で理解納得できるよう伝えている
／慣れるまでに時間がかかることと，一度に多量の注文があった時に臨機応変の対応が難しい／計量器
の目盛りを見やすく太くしている／臨機応変な対応ができるよう物事の優先順位やなぜそうするか伝
える。自主性を重んじる／男性2名はコーヒー焙煎，女性は厨房。何回も根気よく練習することでマ
スターしている／店内のバリアフリー，手順等のわかりやすさ／相性のいい人と悪い人がいて組み合わ
せが難しい／主な作業については写真等を使ったマニュアルを使用／作業をマニュアル化し，みんなの
共通認識，統一基準として働いてもらう分野と主体性を育むために創意工夫していく／個人サービス
の分野を分け，両方の発達したサービスマンを育成する。しかし，どうしても依存的になってしまう
人が多く自分で考え判断することがまだまだ苦手／お店の注文表にメニューをすべて入力したりプリ
ントしたりして作業ミスが少ないよう工夫している／その人その人にあわせ，できる部分を担当。慣
れてきたら仕事の内容を広げる／わかりやすいように絵を示す，接客はかなり難しい／精神障害の場
合，客が多い；忙しい；ストレス＝病気につながり，客がくると困る＝売上伸びず／毎月カラオケ，
ボーリング，勉強交流会を交互に実施／混む時間が限られ空いた時間は手芸品等を制作，作業種類を
増やすのに苦労する／レジに音声とタッチパネル式を採用／作業を通じて自分たちで運営していること
を自覚してもらう／喫茶営業におけるあらゆる場面で利用者が実質的に動けるようにスタッフは見守
りの形をとっています／丁寧に時間をかける。失敗を批判しない／作業が複雑にならないようにテーブ
ルセッティソグを考えたり時間がかかっても本人がやれるよう待つ／肢体不自由のメソバーはレジ専
属で，レジうちはカソタソにできるよう工夫しているが電卓では釣り銭計算が難しい／自閉症メン
バーの臨機応変の接客が難しく，接客マニュアルの制作を検討中／突然店内から飛び出したりする人
がいるので目が離せない。／
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　㈹　勤務形態と体制について
　喫茶コーナーでの勤務形態については，表7の通りである。これを見ると，正規職員と同じ割合
でいわゆるパート・アルバイトとして働いているところが多くあり，全体として不安定な労働条件で
あることが見てとれる。と同時に，実習生という形で引き受けているところもあることから，障害を
もつ人いわゆる職業体験の場所としての役割も増加しつつあるといえる。
〈表7：勤務形態について〉
勤務形態（複数回答） 件数 割合（％）
①正規職員として勤務 23 21．9
②パート・アルバイトとして 21 19．4
③実習生として 17 15．7
④その他 47 43．5
（合　　計） 108 100
　なお，その他の具体的な回答として，作業所の通所メンバーであり，作業の一環として喫茶の仕事
に参加しているというケースが多く，ここからは作業所の中の一つの仕事として喫茶コーナーを位置
づけている様子がうかがえる。さらには，授産施設のいわゆる職業訓練のひとつに喫茶コーナーの活
動を位置づけているところも目についた。こうした点からも，喫茶コーナーの新たな役割を展望する
ことができるといえるだろう。
　一方，勤務体制については表8の通りである。ここからは，シフト制をとって交代で働いている
ところがほとんどであることが見てとれる。
〈表8：勤務体制について〉
勤務体制（複数回答） 件数
①シフト制で交代時間を決めて働いている 53
②都合の良い時だけ働いている（調子のよい時） 12
③休憩時間など，いつも決まった時間にとるようにしている 35
④その他 13
　さらに以上のような勤務体制において，特に工夫していることや苦労している点について自由に書
いてもらった内容をみると，その具体的な様子がある程度うかがうことができる。
／喫茶業務は疲れやすいことから営業中は30分仕事・30分休憩のシフト制。当日朝のミーティングで
シフトを決める／1日中お店に立つことで精神的に疲れてしまったり，気分がのらなくて仕事に入れ
なかったりと固定したシフトにならないが，人が足りない時はすぐ別の人が入れるように体制を整え
ている体人のペースに合わせ，無理のない参加／余暇活動には参加できるよう，シフトに配慮／精神
の方で仕事はしたいが朝家を出られない，シフトにいれないと不安という，そのため，協力員を頼ん
でおく／毎朝ミーティソグで司会を担当，その日の仕事を自主的にきめる／体調を崩す人が多く，欠勤
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者が多いのでカウンター業務メンバーの欠勤で仕事に支障を来たしている／朝が苦手な人が多く（睡
眠障害）朝のシフトが手薄，その時間には確実にこられる人を配置／曜日によって団体客が入る時等，
多忙が見込まれるシフトとメンバーの勤務可能日との調整。／障害の程度により勤務時間に差がでる／
他の施設で働いている人はそこが休みの土曜日のみ勤務。体調が悪い時（なまけではない）出勤でき
ない人がいるので，それは皆で認めてやる。障害者にとって居心地良くいきいき働ける場を目標にし
ている。／
　㈹　営業時間および報酬について
　喫茶コーナーの営業は，すべて9：00～18：00の時間帯の中で回答がされており，その中でも多
かったのが，10：00～16：00（15カ所），10：00～17：00（11カ所），10：00～16：30（4カ所）な
どで，夜の時間の営業という回答はなかった。定休日の日数は，週2日（58カ所），週1日（31カ
所），週3日以上（6カ所）の順となっている。
　また1ヶ月の報酬額（各店の平均額）は，表9のように1万円～3万円未満が全体の43％余りとな
っているが，1万円未満も32％余となっている。ただそれでも，ほかの作業所等の平均に比べると高
いといわれている。
〈表9：報酬額について〉
報酬額（各店の平均額） 件数 割合（％）
①1万円未満 35 32．4
②1万円～3万円未満 47 43．5
③3万円～5万円未満 15 13．8
④5万円～10万円未満 4 3．7
⑤10万円以上 0 0．0
⑥不明 7 6．4
（合　　計） 108 100
　（②　スタッフの状況と勤務形態にっいて
　喫茶コーナーの運営を支えるスタッフの数は554名であるが，そのうちの85．7％は女性（475名）
となっている。またその勤務形態（複数回答）は，パート・アルバイト（67カ所），正規職員（52カ
所），ボランティア（27カ所），その他（13カ所）となっており，喫茶コーナーのかなりの部分を女
性のアルバイトとボランティアが担っていることがわかる。
　㈹　利用するお客について
　喫茶コーナーを利用する主な客層を見ると，表10のように一般市民と答えるところが全体の58％
余を占め，次いで障害をもつ人ももたない人も同じくらい利用するが27％余となっており，この両
者でほとんどであることがわかる。
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〈表10：利用するお客について〉
利用する主な客層（重複回答あり） 件数 割合（％）
①主に障害のある人が利用する 10 9．1
②主に一般市民が利用する 64 58．7
③障害のある人もない人も同じくらい利用する 30 27．5
④その他（会葬者，運転手等，病院職員，見学者，実習生など） 5 4．5
（合　　計） 109 100
　また利用するお客の主な反応について聞いたところ，回答は同じく表11の通りである。ここから
うかがえるように，特に障害をもつ人を意識せず，気軽に利用している，最初は戸惑う人もいるが，
その後は普通に利用してくれるがほとんどで，障害をもつ人がサービスを提供することに戸惑ってい
るというところは1つだけだった。
〈表11：お客の主な反応について〉
お客の主な反応（重複回答あり） 件数
①障害のある人がサービスを提供することに戸惑っている 1
②最初は戸惑う人もいるが，その後は普通に利用してくれる 31
③特に障害をもつ人を意識せず，気軽に利用される 79
④障害をもつ人と積極的にコミュニケーショソをとろうとしている 5
⑤その他 4
　さらに一日平均の利用老数を見ると，表12のように11～30人が34カ所ともっとも多かったが，10
人以下も12カ所あり，31人以上のところは22カ所しかなかった。ただし，この項目での未回答が40
カ所あったため，利用者数の全体状況についてここからは判断することは難しいと思われる。
〈表12：一日の平均利用者数〉
利用者数 件数
①10人以下 12
②11～20人 22
③21～30人 12
④31～50人 7
⑤51～70人 7
⑥71～100人 5
⑦101人以上 3
　（④　運営資金および運営状況
　人件費を含む年間の運営資金額については，表13の通りである。100万円～500万円未満（34％余），
500万円～1000万円未満（30％弱）が全体の3分の2近くを占めているが，1000万円～2000万円未
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満も15％余あり，さらに2000万円以上の規模の大きいところも7カ所あった。なお不明の中には，
授産施設の作業科目として位置づけられているため，割り出しが不可能というところもあった。
〈表13：年間の運営資金〉
運営資金の額 件数 割合（％）
①0円～100万円未満 5 4．6
②100万円～500万円未満 37 34．2
③500万円～1000万円未満 28 259
④1000万円～2000万円未満 17 15．7
⑤2000万円以上 7 6．4
⑥不明 14 12．9
（合　　計） 108 100
　また，年間運営資金に占める喫茶コーナーの収入の割合については，表14のように全体の半分近
くのところが喫茶コーナーの収入の割合が40％に達していない状況にある。ここからは，運営の厳
しい状況が見てとれる。
〈表14：運営資金に占める喫茶コーナーの収入の割合〉
収入の割合 件数 割合（％）
①20％未満 29 26．8
②20％～40％未満 20 18．5
③40％～60％未満 7 6．4
④60％～80％未満 13 12．0
⑤80％～100％ 16 14．8
⑥不明 23 21．2
（合　　計） 108 100
　さらに，喫茶コーナーの運営資金に当てている収入の種類は，表15の通りである。これを見る
と，売り上げだけでは運営が難しく，行政からの補助金（家賃，光熱費免除などを含む）のほかバザー
などの収益でまかなっている状況がうかがえる。なおその他としては，運営主体からの補填，社会適
応訓練事業の訓練手当，併設売店等の収入，自動販売機手数料などがあげられていた。
〈表15：運営資金に当てている収入の種類〉
収入の種類（複数回答） 件数 割合（％）
①行政からの補助金 62 46．2
②バザーなどの収益金 22 16．4
③募金や援助金 18 13．4
143
ノーマライゼーションの視点から見た障害をもつ人が働く喫茶コーナーの可能性
④企業等の援助金 0 0．0
⑤喫茶コーナーの売り上げ 75 559
⑥その他 19 14．1
（合　　計） 134 100
　㈹　喫茶コーナーの役割と目的にっいて
　喫茶コーナーの運営において重視していることは何かについて聞いた結果が，表16である。ここ
からは，障害をもつ人の就労だけではなく，自立と社会参加，居場所など，喫茶コーナーが多様な目
的をもって運営されていることが見てとれるわけであるが，同時に看過できないのは市民との交流や
教育的な機能を有している点であり，ここに喫茶コーナーを社会教育の視点からとらえる理由が存在
する。さらにその他として，具体的に地域に必要とされる，病院の患者に対する生活の便利と楽しみ
を提供などもあげられていた。
〈表16：運営において重視していること〉
重視している内容（複数回答） 件数 割合（％）
①障害をもつ人の自立と社会参加を実現すること 80 31．0
②障害をもつ人の就労や仕事の可能性を広げること 79 30．6
③市民との交流をめざす福祉教育的な機能 52 20．1
④障害もつ人のたまり場や居場所（自由な時間を過ごす場）としての機能 41 15．8
⑤その他 6 2．3
（合　　計） 258 100
　上述のことは，表17の喫茶コーナーが実際に果たしている役割の回答とも対応しており，ここか
ら学習の場としての社会教育的な役割を含め喫茶コーナーの持つ意味と役割の多様性と重要性を確認
することができる。
〈表17：喫茶コーナーが果たしている役割〉
役割の内容（複数回答） 件数 割合（％）
①地域の人々との交流の場となっている 67 22．8
②障害をもつ人自身の学習の場になっている 65 22．1
③障害をもつ人に就労の場を提供している 63 21．5
④障害をもつ人がサービスを受ける側から与える側になる機会を与えている 41 13．9
⑤障害をもつ人のたまり場や居場所としての機能を果たしている 35 11．9
⑥公共施設などで催される行事や事業等に参加するきっかけを与えている 17 5．8
⑦その他（訓練の場／情報提供／利益を生む地域との交流など） 5 1．7
（合　　計） 293 100
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　㈹　運営において特に力を入れていることやセールスポイントについて
　喫茶コーナーにおいて，特に力をいれていることやセールスポイントについて自由に書いてもらっ
たのが以下の回答である。ここからは，それぞれのところで前述した目的や役割を果たすため，様々
なア・イディアを出し合って運営されている様子を見てとることができる。（固有名詞等は省略）
侑機野菜や無添加の素材を使う等，あたたかい真心でからだと心にやさしい喫茶店をモットーにが
んばっています。週1回限定50食和風弁当も人気を得てファソが増えています。／メニューは障害者
でも作れるものだけ／コンサートやクリスマスコンサートの開催／毎月2回日曜日，市内の繁華街で
の青空市に出展／県内のイベソトは積極的に参加して他の作業所や授産施設，一般の市民との交流を
多く持つようにしている／月1回お客様感謝デ・イというイベソトを実施。割引やフリーマーケットな
ど，その日は時間延長してふだんかかわりが少ない利用者も参加活躍できる日にしている／知っても
らうために「手づくり茶話会」実施。オープン記念行事を毎年開催／アフタヌーソコソサートの開催／
月1回メンバー主体のミーティソグ開催，近隣のまつりには喫茶として参加／他団体のイベントに参
加／地元の新聞にニュースとして扱ってもらえるよう話題提供する。1年に1つくらいメニューを増
やしてきた／月2回のイベントデー／養護学校や市内の福祉団体からの実習を積極的に受け入れてい
る／地域のお祭り等には積極的に参加出店もしている。障害者の賃金は都最低賃金を守るようにして
いる／ギャラリーとして使用してもらえるようにしている。近所の絵画サークルやメソバーの作品展
示，コソサートを年4～6回くらい開催／作業，レクリェーショソを通しての自立援助を目指してい
る／一般企業での社内販売へも積極的に参加／コミュニケーションが苦手な人のため写真付きメニュー
を作っている／普通中学の職場体験も受け入れ，一般の人にも共に働く意義を体験してもらっている／
職員はなるべくサポートに回るようにしている／席にいって注文を受けるのは無理があるので，着席
前に食券をレジで買ってもらう／地域の人に知ってもらうために月に何回か，お話会や音楽会，フラ
ワーアレソジメント教室，一般の方が来やすいように企画／玄米や雑穀手打ちラーメンなど健康に配
慮したメニューをアピール／メニューを写真で表示／ひとりひとりができることを自覚しはたらくこと
の意識を持つよう促している／会館内の飲食出前サービス，ミニパーティやミニコンサートの場とし
て提供／作業所，デイケアと一般就労の中間地点の役割と考え，ボラソティアはなるべく仕事に手を
出さずに，就労者が一般就労への力をつけられるよう配慮している。／基本は利用者が地域で生活す
る基盤づくり，たまたま喫茶ですが，内職でも弁当やでも地域内施設で最終的に求める目的はそこに
あります。／
　㈹　喫茶コーナーの運営における問題や課題
　上述のように様々な工夫をしながら喫茶コーナーを運営しているわけであるが，そうした中で表
18のように，財政的な面や設備等を中心に抱えている問題や課題も多く，今後喫茶コーナーを発展
させていくためこうした状況をどう打開していくかが問われている。
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〈表18：運営における問題や課題〉
問題や課題（複数回答） 件数 割合（％）
①財政的に不十分でやりくりが難しい 50 19．7
②立地条件や設備が不十分 40 15．8
③報酬が少ない 34 13．4
④様々な障害のある人を受け入れられない 20 7．9
⑤メニューの値段が上げられないため収入が不安定 16 6．3
⑥行政の理解・協力が不十分 16 6．3
⑦長期的に運営に携われる人がいない 13 5．1
⑧メニューの種類不足 15 5．9
⑨働くメンバー数の不足 18 7．1
⑩喫茶コーナーに関する情報が少ない 7 27
⑪地域の人の理解や協力が得にくい 5 19
⑫その他（病院内のため通院に寄ってくれる人が大半で固定客がつきにくい／社会教
@育施設内のため，利用者層が限られる／商店街に活気なく人間が少ない／公的施設に
@あり営業時間が長くスタッフ確保が難しい／通所希望が多いが受け入れがmax／
@役所との関係は密だがほぼ3年周期で変わってしまうので長期的にサポートされ
@ない／情宣広報の不足／メニューの工夫（セットメニューや盛り合わせ方等）
19 7．5
（合　　計） 253 100
　また，あわせて今後の喫茶コーナーのあり方・方向として力を入れていきたいことについて聞いた
ところ，維持運営のためにも，就労の場を保持していくためにも補助金に頼るのでなく売り上げを伸
ばしたい，喫茶メニューや軽食メニューの充実，店内の雰囲気作り，一般市民との交流をめざした
い，などの意見が多くあげられていた。
3．調査見学
　上述のアソケート調査とあわせて，東京都内の主な喫茶コーナーに加え，以下のようなところを訪
ね，聞き取り調査を行った。
　（1）岩手県内の喫茶コーナー関係の取り組み
カリー亭とワークハウス・アトリエSUN（宮古市）
　「カリー亭」は，その名の通りカレーの専門店であり，ここに5人の知的障害をもつ人が働いてい
た。厨房では，主に男性が調理を行い，女性が接客を担当していたが，カレーの専門店としてのこだ
わりが多くの客を引きつけている様子が目についた。ここの経営者は，他にも市内で焼鳥屋を経営し
ており，軽度の知的障害者でも専門の料理店で働き，月13万円の給料を得ることができるという点
を強調していたが，同時に能力と意欲のある障害をもつ人が一般と同じ条件で働くことができない状
況を打開していきたいと抱負を語っていた。
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　また，「ワークハウス1・アトリエSUN」は，中度から重度の知的障害児の保護者が中心となって立
ち上げた小規模作業所である。保護者の親戚から借り受けた家を増改築してリサイクルショップと喫
茶コーナーをメイソに活動していたが，これまでの地道な取り組みが認められ，宮古市と岩手県から
補助金が出ることとなった4）。ここの喫茶コーナーは，店の一角にこじんまりとした感じで設置され
ており，店を訪れる人が一休みできる空間となっている点が特徴となっている。
ワーク小田工房（滝沢村）とひだまり（盛岡市）
　「ワーク小田工房」は，精神障害者通所授産施として作られたリサイクルショップの店の中に設置
されている喫茶コーナーであるため，主なお客はリサイクルショップに来た人たちである。ここで
は，授産活動の一つとしてコーヒー豆の焙煎と販売も行っており，喫茶コーナーで出されるコーヒー
はここで焙煎された豆であるため，新鮮でおいしく，一般のコーヒー専門店に負けない味となってい
るという。
　また，「ひだまり」は盛岡市郊外にある岩手県立博物館の中に設置されている喫茶コーナーである。
精神障害をもっていても地域で働き，生活するための生活・職業訓練としてもこの喫茶コーナーが位
置づけられており，メンバーは主に調理と接客サービスを担当している。精神障害の特性を考慮して
短い時間でも，さらに週1日でもそれぞれの症状に合わせて働けるよう配慮がなされている点が特
徴である。また，博物館内に設置されているという特長を生かして，適時絵画展示会などの取り組み
も行われているという。
　こめ2つの喫茶コーナーに共通する点として，精神障害をもつ人が地域で生活し，働くためには
人と交流し，コミュニケーションが取れるようになることが必要という認識にもとついて喫茶コー
ナーの取り組みが行われていることである。精神障害の特性が人間関係の障害といわれることを考え
る時，接客サービスを中心とするこうした喫茶コーナーの取り組みの意味と役割が確認できる。
　②　熊本県水俣市の共同作業所「ほっとはうす」
　「ほっとはうす」は，母親の胎内で水銀に冒された胎児性水俣病患者を中心とした障害をもつ人が
働く作業所で，喫茶コーナーの取り組みを中核にしながら障害をもつ人が広く社会につながり，市民
との交流をめざす場として，1998年11月に開設された。そしてその後，市や県の補助金を得て，こ
の間いわゆる小規模作業所としていろいろな問題や課題を抱えながらも着実な歩みを続けている。こ
れまで地域の様々な・イベントへの喫茶サービスのほか，押し花を使った栞やラベンダーのポプリ作
り，市役所や高校でのパンの販売，さらには市内の小学校にメンバーとスタッフが出かけて水俣病の
問題を伝えるなど多岐にわたる活動を展開してきている。こうした喫茶コーナーの取り組みから，さ
らにメンバーの障害の重度化や家族の高齢化へ対応し，広く地域福祉を展開する場として水俣に暮ら
す多くの障害をもつ人たちが地域でより豊かな生活を実現していく上での「ほっとはうす」の現状と
課題，そして今後の展望などを探るため，関係者やスタッフ，メンバーへの聞き取りを行った。
　「ほっとはうす」は，全国にある障害をもつ人が働く喫茶コーナーの中でも，とりわけ重度の障害
をもつ人が多く，メンバーの過半数は肢体不自由と言語障害をもっている。こうした重度の障害をも
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ちながらも喫茶コーナーという活動を通して，地域とつながり交流することができることを示してい
るという点で注目されるわけであるが，現実には水俣病特有の症状のため，障害の重度化が進んでき
ていることが大きな課題となっている。その課題にどう向き合うかを考える中で，働くことと生活す
ること，そして余暇や文化活動を行うことをトータルに保障するための運営形態として社会福祉法人
を目指すことになり，2003年3月に社会福祉法人の認可を受け，同年10月から小規模通所授産施設
として運営されるようになった5）。
　聞き取り調査の中では，特に法人化によって「ほっとはうす」が今後どのような活動を可能となる
のかを中心に話を聞いたが，そこでは，小規模作業所から法人になることで法的に社会福祉施設とし
て認知され，メソバーが安心して働くことができること。同時に，メンタルケアの充実と移送サービ
スも含めた生活のサポート，さらに施設に入所中のメソバーが参加できるデイサービスの事業など，
多様な取り組みが展開できること。そしてそれらの活動を支えるスタッフの安定的な確保と身分の保
障ができること，などがあげられていた。
　（3）鹿児島県内の喫茶コーナーの取り組み
喫茶あすなろマジック（鹿児島市）
　この喫茶コーナーは，社会福祉法人鹿児島市手をつなぐ育成会によって運営されており，特殊学級
卒業の知的障害をもつ人が地域で生き生きと働き，多くの市民と触れ合うことを目的に2001年に
オープソした。県内では初めてという公共施設（生涯学習プラザ）内に設置され，主にこの施設を利
用する人たちがお客となっている。障害者センターのような福祉施設ではなく，公共施設，しかも生
涯学習関係施設で運営されていることの意義は大きい。つまり福祉関係老以外の一般市民が多く訪れ
る所に置かれているということで，普段障害者，とりわけ知的障害をもつ人に接する機会の少ない市
民が利用するため，障害者理解という福祉教育的役割を担っていくことが期待されているのである。
　またここでは，養護学校高等部の実習生を受け入れており，学齢期にある知的障害をもつ人の職業
準備教育の役割を担っている点も特筆される。現在5名の障害をもつ人が交代で働いており，同時
に休日の余暇支援も行っている。またメニューも抱負で，毎日3万円から8万円くらいの売り上げ
があるという。ただ施設利用と水道高熱費などの必要経費については，障害老団体ということで減免
はあるというものの，毎，月20万円近くかかるため，その運営はなかなかたいへんだという。
　なお，翌日にこの喫茶コーナーを運営している鹿児島市手をつなぐ育成会の理事と懇談した際に，
就労とあわせて余暇時間の充実が大きな課題となっている点が強調されていた。そこからこうした喫
茶コーナーが，障害をもつ人たちのたまり場や居場所として機能していくことも求められているとい
うことをうかがうことができた。
喫茶コーナーゆめの実（鹿児島市）
　精神に障害をもつ人たちが運営している喫茶コーナーで，ボランティアの方から話を聞いた。特に
精神障害の場合は，まだまだ偏見や差別が根強いため，まずは孤立して引きこもりにならないよう，
居場所づくりとして始められたという。市内の建物の一階を借りて小さな喫茶コーナーのスペースと
148
メンバーがゆっくりくつろげる空間そしてミーティングなどを行う部屋からなっており，特に喫茶
コーナーは一般の市民との交流を目的に運営されているという。精神障害の場合は，このように居場
所やたまり場づくりの一環として喫茶コーナーが位置づけられるケースが多いことを改めて確認する
ことができた。
有限会社「萌」（川辺町）
　この会社では精神障害をもつ人たちが働いており，喫茶コーナーも設置されている店の経営と清掃
作業やゴミ資源の分別回収などの請負の仕事，およびワークショップや講演会の企画などの事業を行
うなどして，地域とつながった形で様々な取り組みを展開している点が特徴となっている。お店には
喫茶コーナーの他にも町内の人や作業所が作った作品の展示販売とギャラリー，趣味の教室なども行
われている。
　また喫茶コーナーでは「地域の茶の間」と称する集まりも定期的に開かれて，精神障害をもつ人と
地域の人がお茶を飲みながら自然に交流できる取り組みとなっている。その意味で，地域で孤立しが
ちな障害をもつ人にとって大事な場であり，同時に地域の人のとっても様々な人と出会い交流できる
場となっているといえる。また「萌」の総会にも参加したが，1年間の事業の報告に加え，メソバー
それぞれの取り組みの成果が披露されるなど，その取り組みの広がりの様子を垣間見ることができ
た6）。
　（4）愛媛県内での喫茶コーナーの調査と障害者関係団体からの聞き取り
喫茶コーナークリエイト21（今治市）
　市内の総合福祉セソターの1階にある精神障害者が中心となって運営している喫茶コーナーであ
り，精神障害者小規模施設である「来島共同作業所」が運営主体となっている。ゆったりとしたスペー
スでゆっくりお茶が飲めるようにレイアウトなどに工夫がされている点が目についた。ここでは喫茶
コーナーの運営だけでなく，今治障害者団体連合会が主催するふれあい広場に出店してコーヒーを出
前したり，またメンバーを対象としたスポーッ教室やカルチャースクール（陶芸，パソコン，料理な
ど）を開催するなどして，地域で障害をもつ人が文化的にも豊かに生きられる取り組みを行ってきて
いる。
　あわせて今治市内の知的障害者関係団体・施設の人から話を聞いたが，市の育成会は小・中学生お
よび高校生の親の組織率が100％であることを反映して，全体としてそれぞれの団体・施設の特性を
生かした取り組みがなされていた半面，障害者関係団体・施設の枠を超えて地域とつながり市民と交
流しながらノーマライゼーションをめざしていくという点では課題も多いという。その意味で，これ
Jから市の斎場内にオープソ予定の知的障害をもつ人たちが働く喫茶コーナーの取り組みは重要であ
’り，様々な面から市民とつながっていく取り組みの一翼を担っていくことが期待される。
　また親や施設の職員などからの要望として，子どもの学校週5日制への対応や休日の余暇支援と
いう面から行政，とりわけ社会教育行政の援助を求める声も多く出されたが，生涯学習の視点から障
害をもつ人の地域での居場所やたまり場として喫茶コーナーの役割が期待されるのではないかと思わ
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れる。
喫茶ハーモニー（西条市）
　自主グループの形態で運営されている喫茶コーナーで，市で行われる様々なイベントに喫茶コー
ナーとして出店をするという形でこの間活動してきている。そこでは，障害をもつメンバーとスタッ
フ（主に母親）がコーヒーサービスと授産施設で作ったケーキを販売している。今後開館が予定され
ている福祉会館の一角を使って喫茶コーナーを運営していきたいということであったが，必要な財源
と人の確保，水道光熱費など維持費の捻出，メニュー，喫茶と接客の技術など多方面にわたって課題
が出されていた。とりわけ当面の財源の確保とスタッフの配置が大きな課題であり，そうした点で行
政のバックアップが不可欠であることから積極的に行政への働きかけを行っていくということである。
　四国では喫茶コーナーの取り組みはまだほとんどなされていないため，上述の今治市と西条市での
今後の取り組みが注目される。
　（5）滋賀県伊吹町伊吹山寺「茶房鬼佛庵」の試み
　2004年4月にオープソした喫茶「茶房鬼佛庵」は，全国でも初めてのお寺の中に開設された喫茶
コーナーである。この喫茶コーナーのある伊吹山寺は，もともとはダム建設に伴って水没することに
なっていた2つのお寺を残したいという住職の思いから，関係老の協力を得ていわばお寺の再生
（リサイクル）として伊吹山の麓に建てられたものである。このよみがえったお寺を檀家だけのもの
ではなく，お寺本来の役割である広く人々の集う“心の拠りどころ”にしたいという住職の強い希望
があり，それが障害をもつ人が働く喫茶コーナーのイメージにつながっていったという。
　そのことは同時に，お寺が自らの役割を福祉などに向けていくことの必要性も提起したという意味
で，この「茶房鬼佛庵」は，喫茶コーナーの可能性をまた新たに広げてくれる取り組みとして注目さ
れる。すなわち，精神の拠りどころ，癒しの場としてのお寺が喫茶コーナーと結びつくことで，障害
をもつ人の活動を広げ，お寺を訪れた人たちとの新たな出会いの場となること，さらには精神障害の
分野ではキリスト教会が大きな役割を果たしている中で，仏教のお寺がこうした障害をもつ人の活動
に関わることの意義は大きいため，今後の活動の発展が期待されるところである。
　ただ当面は，お寺の参拝者や伊吹山の登山者などに対してお茶をサービスしながら，具体的な運営
の仕方やメニューなどについては検討していくということである。またお寺が喫茶コーナーを運営す
るというのは，宗教法人という制約があって法律上不可能であるため，今後は別個にNPO法人を立
ち上げて，そこが主体となって運営していくということである。
　（6）デンマークでの調査
　これまで述べてきたように，喫茶コーナーというアイディアと取り組みは，いわゆるノーマライ
ゼーショソの具体的な実践であるといえる。こうした取り組みが，福祉先進国における障害をもつ人
の活動や福祉施策から見た場合にどのような意味と役割を持つかについて比較調査するため，同じよ
うな取り組みを行っている所を見学するとともに，障害をもつ人の自立生活を支えるシステムおよび
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余暇活動等について，関係者から話を聞いた。
障害をもっ人への地域支援の取り組み
　デンマークでの施設解体後の障害者の地域生活支援について，デンマーク教育大学の1．ホルスト
教授によると，主に知的障害者の処遇に関する歴史的経緯を第1期（1800年代），2期（1800年代後
半～1900年代前半），3期（1900年半ば）としておさえ，第二次世界大戦以降の特にミケルセン（社
会省大臣）がノーマライゼーションの概念を提起して以降の特徴的な流れについては，次のように説
明されていた。すなわち1960年代からのノーマライゼーションの取り組みは，施設の解体と障害を
もつ人の普通の地域生活への移行を促したわけであるが，そこで重要なのは差別の解消であった。そ
れは，障害をもつ人の特別な法律の撤廃を中心に特殊教育学校から普通学校へという流れもつくり出
していったという。特に1980年代以降は，国から県へという流れが加速され，12の施設が県に移行
されるとともにさらにそれが小規模化し，グループホームや普通の住宅へと統合されて，個々のニー
ズに対応したものになっていった。こうして施設が解体，つまり「脱施設化」されることによって，
「施設」という言葉そのものがなくなり，そして現在ノーマライゼーションノ第二段階に入ったとい
われる中で，文化的活動や余暇の充実のための取り組みが展開されてきているという。
知的障害者親の会（LEV）の活動
　1952年に成立し，主に障害をもつ人の生活と就労を確保するための運動を圧力団体という形で展
開している組織で，各県に16の支部を持ち，同時に下部組織も20あり，年1回の総会などを通じて
民主的に役員の選出と運営を行っている。特にこの間の取り組みとしては，障害をもつ人のための特
別な法律の廃止を訴えてきていて，その結果現在は1つだけになったという。つまりノーマライ
ゼーションを追求するということは，障害をもつ人ももたない人も全て平等に扱われるということで
あり，通常の法律の中で対応できる社会的整備こそが求められるということを意味している。その点
で，教育についても全ての障害をもつ人がそれを受ける権利を持っているわけであるが，現在では専
門教育は受けられない状況にあり，個々にあった資格が得られる教育機会の保障が焦眉の課題となっ
ている。また親の会の資金でグループホームをつくり，それを貸し出すことで障害をもつ人の自立生
活を促しているという。
　さらに親の会とあわせて知的障害をもつ人自身の全国組織（VLF）も結成10周年をむかえ，ここ
では独自の表現と方法で自らの要求を実現していくための取り組みを行っているという。
学校での統合教育の展開
一デンマークの学校教育は，基本的に障害をもつ子どもともたない子どもが一緒に学ぶ統合教育（イ
ンテグレーショソ）の形をとっている。見学したコペソハーゲン市内にある9年制の義務教育学校
（国民学校）は，普通クラスとLD（学習障害）クラス，知的・身体的障害をもつ子どものクラス
（センタークラス）から構成され，セソタークラスでは構内に学童保育も付設されている。各教室に
はコンピュータが設置され，個々の指導のもと生徒たちが生き生きと学習していたのが印象的であっ
た。またクラスは障害をもつ子どもともたない子どものクラスに一応分けられているが，休み時間や
いろいろなイベントなどで障害をもつ子どもともたない子どもが一緒に活動する機会は多く，イソテ
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グレートされた学校のひとつのイメージが表現されていたように思う。
障害をもっ青年たちの余暇活動
　障害をもつ青年たちのQOL（生活の質）を高める上で，生活と就労に加え学校後の余暇が重要な
意味をもってくるわけであるが，それをクラブという形で行っているのが，余暇クラブ（LAVUK）
である。これは，余暇活動の機会を提供することを目的として，専門の指導員がチームでワークショ
ップやペインテ・イソグなど様々な余暇のアクティヴィティを支援しており，移送サービスも行われて
いるため，かなり重度の障害をもつ人も参加できるようになっている。ここでは，お茶を飲んだり，
料理を作ったり，音楽活動をしたりと，それぞれが思い思いの時間を過ごしている。また金曜日の夜
はダソスパーティが催され，男女の新たな出会いの場も提供しているという。ここからは，障害をも
つ人が余暇を楽しむことも当然の権利であるという考えが根付いている点を見てとることができる。
障害をもつ人が働くカフェの取り組み
　日本の喫茶コーナーのような取り組みとして注目されるのが，障害をもつ人が働いているカフェで
ある。見学したのはオーデソセにある建物で，この1階にあるカフェでは仕事を終えた障害をもつ
人たちがカウンターでお茶を飲んだり，ビリヤードやダーツなどをしながらゆったりとした時間を楽
しんでいた。このカフェでは障害をもつメソバー20人が交代で働いており，カフェのほかにもバー
があり，利用者も近くのグループホームなどに住んでいる障害をもつ人たちである。一般の市民は，
他にも行くところや機会があるため，ここでは基本的に障害をもつ人だけの利用となっているとい
う。その意味で，これまで述べてきた喫茶コーナーの機能という視点から見ると，このカフェは障害
をもつ人の就労の場であり，地域での居場所やたまり場であり，また余暇の場としての役割をもって
いるが，障害をもつ人ともたない人との交流の場という役割は意識されていないといえる。
　また2階では絵を描くスペースや織物，バソドなどができる場所も用意されており，しかも専門
の指導員が付いてそれぞれ技術的な指導やサポートを行っている。こうした芸術文化活動も当然の権
利として保障されているという点に，デンマークの福祉の特徴がよくあらわれているように思われる。
　以上のように，デンマークでは，生活と就労および余暇という障害をもつ人のQOLは，福祉制度
の充実によって支えられており，それをベースに喫茶コーナーのような取り組みが展開されていると
いう点が特徴となっている。したがって，先のアンケート調査や聞き取り調査で見られたような運営
資金や人的な面での問題はないといえるわけであるが，同時にカフェの取り組みに象徴的に表現され
ているように，障害をもつ人ともたない人との交流や出会いという視点はほとんど見られない。
　ここからは，障害をもつ人がもたない人と同じような生活を送ることができるためのサポートを追
求するというのがノーマライゼーションの考え方であり，さらにその基本には，欧米的な個人主義に
もとついてあくまでも個を尊重するという思想を見てとれるように思われる。その点で日本での取り
組みとの違いを見てとることができるわけであるが，同時にそれは，いち早く「脱施設化」に取り組
み，障害をもつ人が地域の中で生活をすることが当たり前という状況をつくり出してきたデソマーク
やスウェーデソなどにおける歴史的成果といえるものであり，その点で日本のように障害をもつ人と
もたない人がまだまだ空間的に隔てられている状況とは基本的に異なっているといえよう。そのよう
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な違いを視野に入れながら，あらためて喫茶コーナーの果たす役割は何かについて，以下，喫茶コー
ナー交流会の取り組みとそこでの議論をもとに考えていく。
4．全国喫茶コーナー交流会の取り組みから見えてきた喫茶コーナーの意味と役割
　全国喫茶コーナー交流会とは，全国にある喫茶コーナーの取り組みを紹介し，互いに交流すること
で喫茶コーナーの広がりと発展を目指していくことを目的に行われている。
　（1）交流会の成立と展開
　全国喫茶コーナー交流会は，当時東京都府中青年の家で行われていた，障害者青年学級のスタッフ
研修会の中に，喫茶コーナーのこれからを考える分科会ができたことに始まる。ここでいう「障害者
青年学級」とは，主に東京都や埼玉などで実施されている，障害をもつ青年および成人への学習・文
化・余暇活動を支援する社会教育実践であり，そこには，多くの青年を中心とするボラソティアーtス
タッフが関わっていることから，スタッフの研修会が行われるようになったのである。その際に，障
害をもつ青年の社会参加や交流という視点から見て喫茶コーナーは重要な役割をもっているのではな
いかということから，1988年の障害者青年学級スタッフ研修会に「喫茶コーナー交流」の分科会が
設定されたのである7）。
　この分科会では，東京都内の喫茶コーナー関係者がそれぞれの活動紹介や課題などを出し合う中で
その独自の役割が意識されるようになり，1992年から独立した全国喫茶コーナー交流会として活動
を展開していく。当時の交流会は，参加者の多くが公民館の中に設置された喫茶コーナーの関係者で
あったため，「喫茶コーナー＝公民館にある障害者が働く喫茶」という認識が強かったようであるが，
その後公民館以外の公共施設や福祉施設などにも喫茶コーナーが設置される動きが広がっていくので
ある8）。
　このような中で喫茶コーナー交流会の参加者も年々増えていくようになり，始まりは10人足らず
だった参加者数が，1996年の第9回交流会では地元の社会福祉協議会の協力を得て150人規模とな
る。そして2000年の第13回の交流会は400人，さらに翌年は500人を超えるなど，近年では毎回300
人以上が参加する集会となってきており，2005年には開催地東京都世田谷区からの後援を得て17回
目の交流会を開催している。
　この交流会では，これから喫茶コーナーをつくりたいという参加者から多くの具体的な質問が出さ
れ，「喫茶コーナーづくり」の分科会や個別に相談できる「相談コーナー」なども設けるようになっ
てくる。このように喫茶コーナー交流会は，基本的な理念だけではなく運営の具体的なノウハウも含
めたコンサルタント的な役割を含め，喫茶コーナーが全国に普及していくことを目指している。
　ただ全国交流会といっても，圭に東京都内の喫茶コーナーの関係者によって運営されている関係
で，これまでの開催場所も埼玉県で2回と横浜市で1回開催されたほかは，すべて東京で行われて
いるのが実状である。また現在の交流会実行委員会は，喫茶コーナーの関係者や喫茶コーナーに関心
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を持った人々の有志をメンバーとする集まりであるが，他の障害老関係団体などに比べてその構成メ
ンバーは福祉関係だけではなく，社会教育も含め多様である点が特徴となっている。具体的には，都
道府県および市役所の職員，社会福祉協議会職員，障害者事業団職員，喫茶コーナー運営団体のメン
バー，作業所の職員，喫茶アドバ・イザー，養護学校教員などで構成されており，そこでは定期的に会
合を開き，情報交換や学習会，全国喫茶コーナーの企画・実施等を行っている。
　とりわけ2000年代に入り，それまでの知的障害および身体障害をもつ人たちの喫茶コーナーに加
え，精神障害をもつ人たちの喫茶コーナーが広がってきている状況をふまえて，交流会でもこうした
喫茶コーナーの取り組みを取り上げるようになってきている。その意味で，従来の障害者施策と障害
関係団体および運動などが障害の種別になっている傾向が強い中にあって，この交流会では，そのよ
うなことをあまり意識せずに，様々な障害をもった人たちとその関係者が集まり，いっしょに議論し
てきたという点が特筆される。それゆえ交流会のメソバーも次のように述べている。「障害の違いを
議論するのではなく，喫茶を通して障害と地域について話し合う。そこに全国喫茶コーナー交流会の
魅力があるといえるでしょう。」9）
　②　喫茶コーナーのもつ教育学習的機能への視点
　この間の喫茶コーナー交流会の特徴としてあげられるのが，喫茶コーナー位置づけや役割の多様性
に対応して多くの分科会が設けられるようになってきている点である。それは，先に述べたように喫
茶コーナーのつくり方から始まって，具体的なメニューの開発や障害に対応した働き方や運営の工夫
とともに，喫茶コーナーの基本的な意義や役割を明らかにしていくことも含んでいる。
　例えば，1998年に埼玉県大井町で開催された第11回全国喫茶コーナー交流会では，「喫茶コーナー
における『学び』とはなにか」をテーマにした分科会が開かれ，多くの人たちが参加して問題提起的
な報告と活発な話し合いがなされた。そこで報告した埼玉県の養護学校教員は，はじめての喫茶コー
ナーの出会いからはじまり，養護学校教員として見た喫茶コーナーの意義と役割について次のように
述べていた。まず養護学校からとらえられる喫茶コーナーの機能として，①現場実習の場，つまり体
験学習の場であること，②新たな職種としての仕事場であること，③憩いの場としてのたまり場であ
ること，③様々な人との出会いの場であること。さらにそれらをトータルに見た場合，特に直接物と
の関わりが多い卒業者の就職や進路先に対して，喫茶コーナーは直接人との関わりが主であることの
意義と重要性が強調された。それはつまり，人と人とのやりとりを通じて相手の立場になって考えた
り，その要求を受けとめたりすることができるようになるといった教育的な機能が含まれているとい
うことである。
　このことは同時に，それまでの物を主たる対象とした仕事場への適応主義的な考え方と，そこでの
「物言わぬ障害者」「黙々と働く障害者」として「お世話になる」という発想を打ち破っていく可能性
を内包しているのではないかということで，レポートで次のようにまとめていた。「これまでどちら
かというと難しいと思われていた『接客』，その立場での学校現場（進路指導）。喫茶コーナーの広が
りは，これも難しいといわれている『自己表現力』を育てる新たな動機付け（教員にとっても）にも
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なると思います。それは『自治活動』のありようにも影響するし，教育のあらゆる分野へ波及する要
素をはらんでいると思います。」10）これを受け，コメソテーターの東京都の養護学校教員からは，自
分の経験からも，あらためて教育や学習の視点から喫茶コーナーの位置づけと役割が問われていると
の問題提起がされた。
　その後の討論で，実際に養護学校から実習生を受け入れているいくつかの喫茶コーナーから具体的
な体験談が出され，喫茶コーナーが障害をもつ人の卒業後の進路のひとつとして意識されるようにな
ったり，こうしたいろいろな人が集まる社会的な場に関わることによって，実習経験後の学校におけ
る学習活動にも良い結果をもたらす，などの例が語られた。そうした報告と討論を通して，喫茶コー
ナーの教育的役割があらためて確認されたと同時に，養護学校などからの実習先として喫茶コーナー
を位置づけていくことの必要性が示されたといえる。
　しかしながらそのことは一方で，現実には多くの養護学校などでは，依然として従来の一般就労，
それが無理であれば福祉的就労という枠組みでしかとらえられていないことの問題を浮きぼりにする
結果ともなった。それは，参加していた喫茶コーナーで働いている障害をもつ人が，自分の通った養
護学校では文字の読み書きや計算の仕方などは教わったが，実際に社会に出て，そこでいろいろな人
と関わっていくための基本的な方法や技術を教えてくれなかったため，他者とのコミュニケーション
をとる社会的能力が身につかなかったという趣旨の発言をし，現在の養護学校における教育課程と教
育活動のあり方に疑問を投げかけていたからである。
　前述のアンケート調査でも，喫茶コーナーの運営において重視していることとして「市民との交流
をめざす福祉教育的な機能」が20．1％，そして「障害をもつ人の自立と社会参加を実現すること」が
31％，さらには喫茶コーナーが果たしている役割として「障害をもつ人自身の学習の場になってい
る」が22．1％など，喫茶コーナーが教育学習的機能を有していることの認識や関心の高さが示されて
いた。
　このような意味において，教育・学習の視点から喫茶コーナーの役割を考える分科会が設定された
ことの意義は大きく，またこの時の分科会には養護学校の教員も何人か参加し，喫茶コーナーへの認
識を新たにしたとの発言もあり，これからの喫茶コーナー交流会の取り組みにむけた課題と方向性も
ある程度明らかになったのではないかと思われる。
　（3）喫茶コーナーの性格と機能をめぐっての議論
　以上のように，これまで喫茶コーナー交流会を通して喫茶コーナーの広がりとその豊かな可能性を
見てとることができたわけであるが，同時にこうした広がりを反映して，近年交流会の性格や役割を
めぐって，障害をもつ人の就労保障という面での位置づけが高まってきていることの問題も顕在化し
てきている。そのことは，喫茶コーナーが様々な内容と形態をともなって全国に広がってきているた
め，「喫茶コーナー」というよりは，文字通り「喫茶店」と呼ぶのがふさわしいケースも増えてきて
おり，実際に「喫茶店」という名称も使われてきていることにも表れている。とりわけ障害者福祉や
労働施策の面から，障害をもつ人の福祉的就労の機会や実習などによる職業訓練の場としての注目が
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集まったことが，こうした喫茶コーナーの増加の背景にあるからであり，特に最近の喫茶コーナーは
就労的側面を意識した取り組みとなっている点が特徴となっている。
　その典型であるヤマト福祉財団による「スワンベーカリー」の展開は，軽度の知的障害や精神障害
をもつ人が主であるが，パンの販売と喫茶によって一般のお店と同様に経営的に独立していくことを
目指している。そこでは，障害をもたない人と同水準の最低賃金を保証し，働いているメンバーには
月10万円前後の給料が支払われるようになっているとともに，独立採算による経営方式を導入する
ことで，従来の福祉的発想を根本から変えていく試みとして全国的に注目を浴びてきている11）。
　またおいしいお菓子やケーキの販売と喫茶などで，年間1000万円以上の売り上げがあるとされる
「パイ焼き茶房」（東京都世田谷区）は，区内の商店街に位置した一般の店として，その商店会の営業
時間と全く同じ時間帯で運営されているという。さらに障害者青年学級のたまり場づくりから発展し，
1985年にクッキーなどの製造販売として出発した「おかしやばれっと」（東京都渋谷区）は，その後
独立採算のレストランも立ち上げ，2002年にはNPO法人を取得。そこでは，グループホームの運営
も含め年間の財政規模が1億円に達する取り組みにまで発展し，補助だけに頼らない経営を実現す
るまでになっている12）。
　こうした動きに呼応するように，独立法人高齢・障害者雇用支援機構が主催している，障害をもつ
人の職業能力の向上と雇用の促進を目的としたアビリソピック（全国障害者技能競技大会）において，
2002年から「喫茶サービス」が知的障害をもつ人のみ対象ではあるが，初めて競技種目として位置
づけられ，喫茶における接客サービスの技能を競うために全国から多くの知的障害をもつ人たちが参
加するようになってきている。これは，職業技術の一つとして喫茶での仕事を位置づけ，その仕事の
レベルアップとその成果を喫茶コーナーでの就労につなげ，広げることを目指しているということが
できるだろう。なおこの「喫茶サービス」の競技には，毎回全国喫茶コーナー交流会のメンバーが審
査員およびスタッフとして関わっている。
　こうした動向をふまえ，喫茶コーナー交流会でも喫茶コーナーを障害をもつ人が働いて収益をあげ
る，つまり就労の場として経営的に成り立つようなビジネスとして位置づけることが必要ではないか
という意見が聞かれるようになり，それをこの間の交流会の企画に反映させてきている。例えば
2004年の第16回交流会での基調講演のテーマは「喫茶のコミュニティマネジメント」であり，また
「喫茶コーナーのマネジメントを考える」，「多角経営を考える」をテーマとした分科会には，この問
題に関心を寄せる多くの人が参加し，具体的な経営のあり方やそのノウハウなどについて活発な意見
交流がなされていた。
　こうした経営に対する関心の高さの背景には，福祉施策がいわゆる構造転換を迫られる中にあっ
て，従来の補助金等に依存した福祉施設等の見直しが進められ，その結果多くの喫茶コーナーが何ら
かの経営的努力を迫られてきているという事情がある。先のアンケート調査でも，運営上の問題や課
題として，財政的に不十分でやりくりが難しい，立地条件や設備が不十分，報酬が少ないなど経済的
側面に関わる問題が全回答数の55％余りを占めており，この間，財政的な理由で閉店せざるを得な
い喫茶コーナーも出てきているからである。その点で，関係者の危機感も強まってきていることが容
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易に想像されるわけであるが，同時に，経営的努力によって障害をもつ人の自信と自立を促し，いわ
ゆる「お世話になる」という発想から，自らの力で生活を創造していく発想へと変えていくという積
極的意味を有していることも，経営的関心を高める大きな要因になっているといえるだろう。
　しかしながら一方で，交流会ではこのような関心の高まりに対して，経営的側面の強調がこれまで
の喫茶コーナーがもっていた障害をもつ人の社会参加と交流，居場所，教育・学習といった多様な要
素や役割を等閑視してしまうことにならないか，という批判や懸念も出されており，今後の交流会の
位置づけや目的とも関わって重要な問題提起となっている。それは，さらにいえば重度の障害をもつ
人の参加の場を奪うことにならないか，経済的自立に偏重することで今日の市場経済に一面化された
価値観に絡め取られ，利益を上げられない障害をもつ人は働くことができず，結果として障害をもつ
人の社会的排除や差別を助長することにならないか，といった障害をもつ人をめぐる今日的課題とも
連動している問題といえよう。
　その意味で喫茶コーナーが全国に広がり，多様な取り組みが展開するようになってきている中で，
同時に喫茶コーナーと交流会の意味と役割が問われてきているのである。以下，その点について言及
し，本稿のまとめとしたい。
5．喫茶コーナーのもっ豊かな可能性とそこでの課題一まとめにかえて
　（1）喫茶コーナーの原点を考える
　これまで述べてきた喫茶コーナーの広がりが，いわゆる福祉のまちづくりや人にやさしいまちづく
りといった地域づくりの一端を担う役割を担ってきていることも，これまでの調査や喫茶コーナー交
流会を通して見えてきた点であるといえる。そのことは，2000年に東京国分寺市で開催された第13
回の喫茶コーナー交流会の呼びかけの文からもうかがえる。
　「街の中で出会えるサロソであり，いろいろな情報やモノの交換ができる場，そしてそこに働く障
害者。静かに本を読む人もいれば，手話で会話をする人もいる。学校帰りの青年がぶらっとたち寄っ
たり，受験勉強をしたり，障害をもった青年が会社や作業所の帰りに顔を出し，仕事が休みになる土
日には，障害者もしっかりボランティアしてしまう場。私達の考える喫茶は，多分，実は街のどこに
でもあるはずの，そんな何気ない場であり，風景ではなかったか，と思うのです。今では忘れ去られ
ようとしている，人と人とをつなぐ『交差点』，その街に無くてはならない『たまり場』。そこからあ
らためて喫茶の持つ可能性について，話し合えたら，と期待しています。」13）
　喫茶コーナーという取り組みが全国的に広がってきた時期に開かれたこの交流会は，その意味で一
つの画期をなしていたといえる。それは，全国で多くの障害をもつ人が働く喫茶コーナーがつくられ
るようになったからだけではなく，喫茶コーナーという名称には，公共施設を中心とした就労の場と
いったイメージだけではとらえきれない，広がりと豊かな可能性が内包されていることが見えてきた
からである。
　例えば，この時の交流会の第6分科会では，喫茶コーナーの元祖といわれる国立市の「わいがや」
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と2000年から正式に作業所の補助金交付を得て立ち上がった熊本県水俣市の「ほっとはうす」から
報告がなされたが，奇しくもこの新旧2つの取り組みには，喫茶コーナーのあり方を考える上で共
通する示唆的な論点が示されていた。すなわち，胎児性水俣病という障害をもつメンバーが，「ほっ
とはうす」に毎回3000円ものタクシー代を払って通ってくるというのは，働くといった観点から見
た場合には全く割に合わないことになる。また「わいがや」でも，メンバーに毎月支払われるお金は
1回の食事会でほとんどなくなってしまう額であるという。もちろん，その意味では就労の場として
きちんとその条件を整えていくことが必要となるわけであるが，しかしそれだけではない何かが喫茶
コーナーにはあるのではないか。それを大事にしながら運営をしていくところに喫茶コーナーのもつ
意味，さらにいえば磁場のようなものがあるのではないか。労働や福祉といった従来の領域などでは
包括しきれない，むしろそれらが判然一体となった中に，喫茶コーナーの重要な意味と役割が隠され
ているのではないか，ということである。
　②　「わいがや」が示唆する論点
　上述のような点で，あらためて喫茶コーナーの先駆けとなった先の「わいがや」の取り組みに注目
したい。「わいがや」は，公民館という社会教育施設において行われている障害老青年学級との連携
や地域の青年たちのたまり場との結びつきの中から生まれた，その意味では社会教育の一つの実践で
ある。つまり，公民館の中に「青年室」という障害をもつ青年ももたない青年も自由に集える場所
（たまり場）があって，そこで出された青年たちのアイディアが公民館のロビーの一画に障害をもつ
青年ともたない青年達が運営する喫茶コーナーの開設につながり，それが同時に障害者青年教室の取
り組みともリンクしながら展開していく。「喫茶コーナーの存在が，障害老問題への学びを支え，市
民にとって大切な空間になっていく一一・。喫茶コーナー『わいがや』とは，そんなふうに障害者問
題と地域・青年を結びつける社会教育実践（公民館の仕事）だった」14）といわれる所以である。
　そのことを「わいがや」の立ち上げに関わった公民館職員は次のように表現していた。すなわち，
公民館という「社会に開かれた場で障害老と健常者が共に気づき，学び，交流し，なおかつ給料を得
ることで評価を得，いろいろな面で自立へと繋がっていく。喫茶コーナーが学習の動機づけの場であ
り，学習・実習の場であり，評価の場になる。なんと社会教育的なプログラムではないか」15）と。こ
こからは，地域福祉さらには福祉教育の面からも公民館の性格と役割が見てとれるわけであるが，こ
のような視点から，あらためて社会教育法第20条でいう「社会福祉の増進に寄与することを目的と
する」公民館の役割をとらえ返していくことが必要とされているのではないか。
　そしてそこでは，とりわけ喫茶コーナーの学習としての場と機能に着目し，このとり組みが公民館
での，しかも障害をもつ青年ともたない青年たちのアイディアによる交流やたまり場として始まった
ことの意義を改めて確認したい。確かにその後の喫茶コーナーの広がりは，先に述べたようにこうし
た公民館の取り組みとしてよりも福祉関係団体の運営による障害をもつ人の福祉的就労を中心とした
場所づくりの取り組みとなってきており，また自治体でも人にやさしいまちづくり，福祉のまちづく
り施策の一環として喫茶コーナーを位置づける所が多くなっている。
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　このように喫茶コーナーの広がりは，「わいがや」のような取り組みとは異なる展開を見るのであ
り，それは，先に述べたように主として障害者福祉や就労保障として全国に普及したことにあらわれ
ている。その主な理由としては，公民館などの社会教育施設には，その後喫茶コーナーが設置される
ケースは少なかったことや設置された公民館などでも喫茶コーナーが社会教育ではなく福祉の取り組
みと認識されてしまうことが多かったこと，そして東京以外ではそもそも障害者青年学級のような障
害をもつ人を対象とした社会教育事業が行われているところがあまりないこと，その一方で障害をも
つ人の新たな福祉的就労の場や福祉のまちづくりの象徴的な取り組みとして，喫茶コーナーが福祉や
労働施策の分野から注目されるようになってきたことなどがあげられるだろう。そしてこのことが，
先に紹介した喫茶コーナー交流会の取り組みにも反映されてくるのである。
　（3）多様な構造をもつ場（トポス）として
　しかしながら先の喫茶コーナーの調査でも，喫茶コーナーの果たす機能として，地域での障害をも
つ人ともたない人との交流の場や障害をもつ人の学習の場と答えているところが多いのに加え，障害
をもつ人のたまり場（余暇を過ごす場）および公共施設で催される講座等への参加のきっかけになっ
ているというケースも少なくないこと。そしてさらに地域の人々が，喫茶コーナーという場で障害を
もつ人と出会うことによって障害を学び，障害をもつ人の置かれている状況を学び，そこから差別や
偏見を是正していく可能性もそこから見てとることができる。
　それは，福祉教育的な機能と表現することができわけであるが，その点で，大学でこうした喫茶
コーナーを設けるという動きが出てきていることは注目されるだろう。すなわち龍谷大学では2006
年4月に開設を予定しているとして，ホームページには次のように紹介されている。「2005年9月28
日午後1時30分から深草学舎で，障がい者，精神障がい者が働くカフェ事業に係る契約を社会福祉
法人向陵会と結びました。（中略）カフェは，本学のノーマライゼーショソの理念（障がい者を含む
多様な人間が，補い合い，活かしあって暮らす社会こそノーマルな社会であるという考え方）を実践
し，地域社会に発信していくものです。また，障がい者雇用の場と雇用サポートの場を創出し，障が
い者に希望を与えるとともに，学生が実習生として共に働き，障がい者を支援することで支援方法や
福祉課題を実践的に学ぶ場にします。」16）ここには，大学が教育機関として，その役割を喫茶コーナー
という取り組みを通して果たそうとしていることがうかがえるわけであるが，あわせて喫茶コーナー
の新たな展開として注目される取り組みであるといえる。
　と同時に，喫茶コーナー交流会の中では，喫茶コーナーを特定の目的や機能をもって設置された場
所という意味での定型的で固定的な場としてではなく，様々な取り組みや活動を行っていく上での
「きっかけ」や「しかけ」をつくる場としてとらえられるのではないか，として次のような意見も出
されている。すなわち「『喫茶』の取り組みとは，つまりは地域の人たちが『喫茶』をキッカケに障
害をもつ人を取り巻く社会に関心を持ち，ひいては自分たちの街を見直す活動へとつながることでも’
あります。（中略）なぜ私たちがこれまで『喫茶』を仕掛けてきたかといえば，それは出会いやネッ
トワークを大事にしたいと考えてきたからだと思います。常にそこを起点として，私たちは，それぞ
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れの街で『喫茶』を媒介にしながら，人と人との関係を紡ぐ試みを今後も続けていきたいと思いま
す。」17）
　このように喫茶コーナーをきっかけやしかけとしてとらえるという視点は，障害をもつ人の働く場
という・イメージだけではなく，さらに引きこもりやニートといわれる，人間関係がうまくつくれない
ため，就労も含め社会的なつながりができていない若者や子どもたちの居場所18），そして地域での
大人と若者の出会いと交流の場19）から，さらに仕事をつくり出す場としてのコミュニティ・カフェ
づくりなどのコソセプトともつながるのではないか。つまり，こうした取り組みと連携し合うことで
喫茶コーナーの豊かな可能性を拓いていくことができるのではないかと思うのである。
　その意味で喫茶コーナーとは，これまで繰り返し述べてきたように，その多様な性格と役割を内包
しながら，その一部だけに特化することなく，その多様性と重層性そのもののダイナミックな構造に
その特長があるのであり，それに依拠しながら働いている人や地域そして社会の問題状況に対応した
役割を発揮することが期待されているといえるだろう。そうした場（トポス）20）として喫茶コーナー
があり，またそうした場こそが喫茶コーナーの生命力であるといえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜注＞
1）　『今日もこの街で／障害者青年教室喫茶実習実践記録』，国立市公民館，1993年，および小林繁編著『君と同
　じ街に生きて／障害をもつ市民の生涯学習・ボランティア・学校週五日制』，れんが書房新社，1995年，など
2）筆者らの調査によると，特に知的障害をもつ人の場合，平日仕事などを終わってからすぐに帰宅するケース
　が多く，家での過ごし方も一人でテレビやビデオ等を見るが突出しているというのが現状である。（『つどう
　でかけるハマる／知的障害児者余暇活動研究事業報告書』，全日本手をつなぐ育成会，2004年）
3）障害をもつ市民の生涯学習研究会編『障害をもつ人たちが主役の喫茶コーナーがひらくひとまちくらし』，
　ゆじょんと，2001年
4）工藤茂広編『学びのユニバーサルデザイソ』，ゆじょんと，2004年
5）加藤たけ子・小峯光男編『ほっとはうすにあつまれ！』，世織書房，2002年
6）　入料美恵子「障碍者がまちに暮らす意味」，『月刊社会教育』2004年6月号
7）小林繁編著「学びあう「障害」』，クレイン，2001年，など
8）　その頃の様子を，この交流会の運営に当初から関わっている兼松忠雄は次のように述べている。「『喫茶交流
　会』が始められた頃は，公共施設の中での運営を前提に『障害者が働く喫茶コーナー』の情報を交換すること
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